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本書で語られる成功とは、地位

や名誉のような「表面的な成功」

ではなく、優れた人格をもつなど

の「真の成功」を意味する。真の

成功を実現するためには、私たち

の人生を支配する原則を知らなけ

ればならないとし、７つの習慣は

その原則に基づいている。

特に、私が感銘を受けたのは、

第１の習慣「主体性を発揮する」

で紹介された、ある看護師につい

て書かれた個所だ。

常に苦情と非難を繰り返し、ど

うしようもなくわがままで扱いに

くい患者の世話をしていた彼女は、

疲労困憊し、自分の不幸を嘆いて

いた。そのときに、著者コヴィー

氏の主体性をテーマにした講演を

聞き、「今の状況はあなたがこれ

まで選択してきた結果だ。自分自

身がみじめになることを選んだの

だ」と言われ、最初はどうしても

納得ができなかったという。

しかし、彼女は講演を聞き進む

につれ、そういうつらい状況であ

っても自分で変えていく力がある

ことに気づかされ、次のように語

る。「つらい事実を受け入れて、

みじめなありさまを自分で選択し

ていたってことがわかったんです。

そして、同時にみじめにならない

ことも選択できると悟った瞬間、

まるで刑務所から解放されたみた

いでした。これからは他人に左右

されることはない」と。

主体性を持った行動が 
状況を変えていく

理不尽なことが起こりうる毎日

の生活のなかで、主体性を持って

生きるのは難しいし、自信もない、

力もないと思っている彼女のよう

な人は多いだろう。私もそうだっ

た。しかし、コヴィー氏は本書で、

「自分の身に何が起きるかではな

い。それにどう反応するかが重要
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著者のスティーブン・R・コヴ

ィーは、1932年米国生まれの作

家、ビジネス思想家。英国の『エ

コノミスト』によれば、今、世界

で最も大きな影響力を持つビジネ

ス思想家とされる。ここで紹介す

る『7つの習慣』では、人生を成

功に導く、時代を超えて不変で、

世界を通じて普遍的な「原則」の

力について説く。

ワークライフバランスとは、
自ら働き方を選択すること
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なのだ」と述べる。私も研究者と

してのキャリアを築いていくなか

で、自信を積み重ねていくことが

できずに、悩んでいた時期があっ

た。自分のなかに心理的な壁をつ

くってしまっていたのだと思う。

本書を読むことで、それに気づき、

一歩踏み出して、「自分はここま

でやってきた」と自分を再評価し

た。そうやって自分が変わると、

周りの人間関係や環境を変えてい

けることがわかった。

社員が何を求めているか 
人事は徹底的に議論すべき

主体性を持つ考え方は、ワーク

ライフバランスを捉え直す意味で

重要だ。ワークライフバランスと

は、人生を自分の手に取り戻すた

めに、働き方を自分で選択するこ

と。それは、人生や仕事に対して

自分なりのビジョンを持ち、その

実現に向け、自分が人生の主導権

を握っていると自覚することだ。

ただ、社員がそのような思いを

持って変わろうとしても、組織が

変わらなければなかなか達成でき

ない。人事や管理職は、これまで

の仕事中心の働き方を転換し、生

活の視点からも社員がどんなビジ

ョンを持っているのか、とことん

話し合うことが必要だ。そのうえ

で制度として選択肢を増やしてあ

げる。それが社員のポテンシャル

を引き出し、組織を活性化させる

ことに繋がるだろう。

「仕事の信念」を持つかどうかが、
経験から学ぶ内容や質を左右する

「何かを学ぶためには、自分で体験する以上に良い方法は

ない」。本書冒頭に引用された、物理学者アインシュタイ

ンの言葉です。本書では、成人の能力開発の70％以上を

占めるといわれる、経験を通じた学習メカニズムの解明を

目的とし、「人間が経験を通して、既存の知識やスキルを

修正、追加する」、この過程こそが経験学習だと述べます。

近年、日本企業で若手や中堅社員が育ちにくいという話

を耳にしますが、その背景には、企業が取り巻く環境変化

のスピードの早さに対応するために、経験からじっくり学

ばせる機会を減少させていることがあるでしょう。ただ、

著者である神戸大学大学院の松尾 睦
まこと

教授は、経験する機

会を増やすだけでなく、どのような態度・姿勢で仕事に向

き合うかという「仕事の信念」を持たせることが重要であ

ると説きます。本書では、経験学習を促進する大切な信念

の1つに「顧客志向」を挙げ、顧客志向が高い人材ほど、

顧客の問題を解決するために必要な知識・スキルを一所懸

命に獲得する傾向にあると語ります。

ITなどで知識を共有する「ナレッジ・マネジメント」も

注目されていますが、私も本書同様にそこに疑問を感じま

す。社内のデータベースに蓄積された知識に頼りすぎるの

ではなく、熟達者やプロフェッショナルとされる人材が持

つ仕事上の信念を、具体的な経験ストーリーとともに顔を

突き合わせて伝えることが必要ではないでしょうか。人材

開発に近道はない。そのことを本書は教えてくれます。
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